
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民懇談会スケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 市民懇談会 
平成 30年 10月 18日（木）開催 

 

第１回 市民懇談会 
平成 30年９月６日（木）開催 

 

第３回 市民懇談会 
平成 30年 12月８日（土）開催予定 

 

第４回 市民懇談会 
平成 31年１月中旬予定 

 

第５回 市民懇談会 
平成 31年３月下旬予定 

 

平成 31年４月頃予定 
市民懇談会意見書の提出 

 

 平成 30年 10月 18日木曜日午後７時より「第２回都留市景観まちづくり

市民懇談会」を開催しました。当日は 15名の参加者となりました。 

はじめに、「都留市景観市民アンケート調査」の速報報告と、意見書づくり

と景観計画反映のイメージについて全体で確認を行いました。 

ワークショップは、都留市の景観特性・情報の整理とマップづくり、景観ま

ちづくりを考える大切な視点（課題）を共有するための協議を進めました。 

意見書づくりにあたっては、都留市の景観の現状や基礎的情報を、市民

懇談会の中できちんと把握・共有しておくことが大切です。 

次回は、この成果を持ちフィールドワーク（まち歩き）を行い、情報を再整

理し、具体的な意見書づくりに向けた話し合いへと進めていきます。 

 

  

 都留市では、市民の皆さんの景観まちづくりに関す

る意向を把握するため、「都留市景観市民アンケート

調査」を実施し、第２回市民懇談会では、その速報報

告が行われました。 

市民懇談会は、これらの市民意向を踏まえ、さらに

協議を積み重ね、意見書づくりに向けて内容を充実

し、発展させていきたいと考えています。 

第２回 市民懇談会の主な内容 

○都留市景観市民アンケート調査結果について 

【グループワークショップ】 

○「景観特性の再発見、景観まちづくり課題の共有」 

－都留市の景観特性の共有と課題の抽出、 

景観特性・情報マップづくり－ 
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第２回景観まちづくり市民懇談会を開催しました!! 

 

※以下、市民懇談会と呼称 

日 時：平成 30年 10月 18日（木） 午後７時～９時 

場 所：都留市消防署２階会議室 

 



 

 第２回ワークショップの目標は、「景観特性の共有と課題の抽出、景観特性・情報マップづくり」です。 

ワークショップは、話し合いがしやすいよう参加者が任意の２つのグループに分かれ、景観特性・情報マ

ップづくりと景観まちづくりで大切な視点などを話し合い、最後に発表を行い、全体で内容を共有しました。 

この景観特性・情報マップは随時見直し、今後、提案図へと更新していきます。また、これまでの成果は、

次回、フィールドワークの実施や提案づくりのテーマ抽出等に活用していきます。 

 

 

【グループワークショップの整理】 

事務局：都留市産業建設部建設課 

住 所：〒402-8501 山梨県都留市上谷一丁目１番１号 

電 話：0554－43－1111（内線 131・132） 

Ｆ Ａ Ｘ：0554－43－5049 

 

 

豊富なお宝資源!! 

みがきあげて、見せ方・出し方の工夫・作戦が大事！ 

■景観の再発見 

○景観構造に個性あり／絶好の眺望ポイントを活かす／河川・湧

水、水が美味しい／暮らしの身近に自然景観や地域固有の景観 

■景観を維持し・守る 

○山が荒れている／河川・水辺の美化・ゴミ対策／城下町の景観を

見直す／八朔祭りの継承 など 

■景観を創る 

○身近な子どもの遊び場・散策路／都留文大周辺の景観／８つの駅

周辺の景観づくり／地域ブロック毎の景観形成／フットパス 

■景観をひろめる・PRする 

○富士山＋資源のビューポイントのPR／上手なPR手法／アピー

ルポイントで絞り込む／良い景観を活かす条例が必要 

 

 

 

 

 

 

 Ａチーム  〈景観まちづくりで重視する視点（課題）〉 

 

第３回 景観まちづくり市民懇談会 

◆日 時：平成 30年１２月８日（土） 

            午後１時～５時頃 

◆場 所：都留市役所庁舎玄関前集合 

（現地調査終了後、都留市消防署会議室でワークショップ） 

◆テーマ：景観まちづくりフィールドワーク！ 

－景観エリア・ポイントの点検調査－ 

 

自然景観はたくさんある。 

埋もれた景観資源を掘り起こし、魅力を確認し、発信する！ 

①優れた自然景観を活かすこと 

○都留アルプスからの眺望と市街地近くにある景観／十日市場・夏

狩湧水群周辺の散策路づくり／渓谷や湧水群など水辺の景観 

②特色ある地形構造を活かすこと 

○谷筋に古くから形成された里山・集落地の景観／市街地そばの自

然景観／十日市場の特徴的な地形／溶岩地形など 

③良好な眺望を活かすこと 

○城山や旧道の峠／都留アルプスや身近な山／富士山の眺望など 

④潜在的な歴史資源を掘りおこすこと 

○遺跡／城下町／古道・歴史的道すじ／伝統行事／魅力スポット 

⑤元気な風景をつくること 

○学生のまち／八朔祭り／商店街を元気に／耕作放棄地の活用 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細をお知りになりたい方
は、事務局までご連絡下さい 

 Ｂチーム  〈景観まちづくりで重視する視点（課題）〉 


